













































































































































早期自己管理移行を目指した取り組み 2 － 5 日
目カンファレンスの導入－
旭川赤十字病院　看護部
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【はじめに】Ａ病棟は消化器センターで平均在院日数12日（Ｈ29年度）で検査や臨時入
院が多い。内服管理方法を判断する指標がないために看護師は経験年数に関わらず
判断に不安を抱いており、早期に自己管理へ移行出来ない状況である。そこで、客
観的に判断できる内服自己管理フローチャート（以下、フローチャート）を導入し、
自己管理に繋げる取り組みを行なった。
【研究目的】フローチャートを活用したカンファレンスを実施することで、早期に内
服自己管理患者を選択し、服薬指導に繋げる。
【研究方法】対象：期間中の新規入院患者47名。（緊急入院、転入患者は対象外）期間：
平成29年12月4日～19日、方法：入院５日目にカンファレンスを行ない内服自己管理
の可能な患者の再選択を行ない、自己管理に移行した。倫理的配慮：対象者に研究
の目的、内容、方法を紙面にて説明し了承得た。
【結果】1.入院当日にフローチャートを使用し47名中21名が自己管理となった。2. 入
院5日目のカンファレンスにより、さらに26名中21名が自己管理となった。残りの患
者5名は自己管理までは移行できなかったが内服行動を見守った。
【考察】部署では以前内服管理は退院まで病棟管理が多いという状況であった。今回、
平均在院日数を踏まえ、検査・治療が一旦終了する入院5日目にカンファレンスを実
施したことで、患者の状態に合わせて早期に自己管理に移行することが可能となっ
た。今後は薬剤師との連携のもと、緊急入院・転入患者を対象に自己管理指導に関
する取り組みを行なうことが課題である。
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